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	植物を主原料とする生分解性フィルム「エコロージュ」

大手スーパーの野菜包装袋用フィルムに相次いで採用


三菱樹脂株式会社
本　社：東京都千代田区丸の内2-5-2

社　長：神尾　章
資本金：２１５億円
三菱樹脂株式会社は、植物原料プラスチック“ポリ乳酸”を主原料にした植物系生分解性フィルム「エコロージュ」の事業化を積極的に進めておりますが、このほど食品包装分野としては初めて、大手スーパーマーケットで販売されるミカン包装袋ともやし包装袋に相次いで採用されました。

当社の植物系生分解性フィルム「エコロージュ」は、味の素株式会社のキャップシールや松下電池工業株式会社の次世代乾電池のブリスターバックなど、各種の包装分野への採用が拡がっています。一方で、食品包装分野については、大きな潜在需要分野として期待されているものの、フィルムの物性面やコスト面で課題を抱えており、これまで実用化には結びついていませんでした。

そのような状況の中、この度、食品加工メーカーの株式会社サラダコスモのもやし包装袋に採用が決まり、３月１日からスーパーマーケット「成城石井」で販売が開始されました。また株式会社堀江本店の防曇溶断袋にも採用され、イオン九州株式会社のミカン包装用として、各地の店舗で販売されています。

これらは、最終ユーザーの地球環境保全に対する意識や関心と、当社がこれまでの培ってきた植物系生分解性フィルムの高機能化に向けた技術革新によって、食品包装袋に必要とされる強度、防曇性、ピロー包装適性、ヒートシール性等の物性改良が結びつき、採用につながったものです。

植物原料プラスチックは、２００２年６月の京都議定書政府批准を契機に、地球温暖化防止の切り札として期待されています。また農林水産省を中心とした「バイオマスニッポン総合戦略」を受け、バイオ生分解素材の活用にも大きな注目が集まっています。このように植物原料プラスチックへの期待は高く、今後大きな需要創出が見込めます。当社は、これらの商品開発における各種の技術開発によって、さまざまな用途分野に対応する技術を蓄積しており、今後も将来の飛躍へ向けた技術基盤の強化や体制拡充を行っていく考えです。

【用語解説】

・ブリスターバック

商品の形にあわせて膨らましたプラスチックシートと、台紙とを合わせてパッケージする包装形態。

・防曇溶断袋

１枚のフィルムを折り返し、２枚重ねにした状態で２辺を熱刃で焼き切ってシールした溶断袋に防曇性（くもらない）処方をした袋。スーパー等で販売されている野菜包装等に広く普及している。
・ピロー包装

ロール状のフィルムから製袋、内容物の充填、ヒートシール、切断する包装形式。煎餅の個包装やポテトチップスの袋等で広く普及している。

【ご参考】
株式会社サラダコスモ 本社：岐阜県中津川市千旦林1-15　代表者：代表取締役　中田 智洋

株式会社堀江本店   本社：福岡県福岡市南区大池1-29-8　代表者：代表取締役　堀江 徹

【写真：採用されたもやし包装袋（成城石井で発売中）】

	＜本件に関するお問合せ先＞

三菱樹脂株式会社　広報室　石井

TEL：０３－３２８３－４００６

http://www.mpi.co.jp


